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	平成24年度環境技術実証事業ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術）技術実証検討会設置要綱（案）
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	⑤ 検討員は、ヒートアイランド対策技術分野（建築物外皮による空調負荷低減等技術）の実証試験に関連する学識経験者、有識者等から環境省水・大気環境局の同意を得て一般財団法人建材試験センターが委嘱する。
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	⑧ その他、必要に応じ関係者等をオブザーバー等として参加させることができることとする。
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